
割自6凶 号りよだ民市良奈昭和四年4月'"1>， 

「一市民のうごトー1
."回現在 (刷用比細》

人口 335.490人( 831人)時

世網野教 108.890( 2tω! 

" lU.m 【開〉

't: m.1l1 (1m ザ

奈 川"と伽暗 1 

良"..，，..，. 乱 ゆ λ岡山"でで-
EJairtrιtit:fMM 

321fi!?::;こ;::“;;
J{j， 606 

~ 

周
辺
地
域
の
活
性
化
と
市
民
の
文
化
拠
点
に

i
z
f
z
z
i
L
E
i
s
-
-九

i
E
:
t
f
L
E
Z
F
h
T
Z文
化
?
?一て

lf
iの

と

し
て
期
待
さ
れ
て
L
ま
す
巴

こ
の
計
画

;
i
1
2
2
2zi
P
3
2
3
2
1
i

で

5
1
1里
2
4
2
t
h
t
i
t
i
-予

E
F

-
-
!
?
i
i
i
m
i
t
a
-
-、

也事す・

• 
検事

ー

4台

一一

ぷ〉

一一
段
計
コ
ン
ペ
で

量
速
な
葉
遣
ぶ

旧
作
ゐ
の
勝
権
利
用
に
つ
、
て

は

附

E
I
f一
買
に
学

理
号
室
自
治
会

E

E
に
よ
る

izm

z
f
f
p五

自
に
わ
た
そ

ztFて

E
i
fた
etz'4

竺
一
月
に
ら

ZESE

T
-r'ー

と
し
て

日

す

i
i
i
t
 

l
i附

与

し
た
・

ま
式
会
ハ
?年
七
月
に
は
市
aa

i
i
i
i民

主

設
置
き
れ

z
i'

図
書
館

E 

多
目
的
ス
ペ

ー
ス
も

{ン図

wae
計
画
で
は
、
こ
の
ea価肢は

鉄
骨
鉄
筋
2
y
タ
ザ

1
h
r
a句
値
尾

上
四
階
組
下

-m建
て

で

延

zrtz=Zと

な
今
て
、
ま
ず
@

地
也
聞
に
は
山
ハ
+
白
取
審
で
き
る

量

号

怒

号

、

1・
削
λ

i
i
i
t
 

B

プ
で
這
入
し
ま
す
@

建
物
内
部
に
は

F

階
A
ら
ニ

?
Z
E彼
2
と
す
る
市

民会中
l
ル
を
巾
心
に
一
備
に
は

E器
所
慶

2r
lZど

二
階
に
は
多
目
的
ミ

13一一

四
階
は
書
館
の
ス
ペ
ー
ス
に
当

て
ら
れ

8
5室

な
ど

を
陵
げ
る
こ
と

ttz・

ETE--ESE 

E
i
t
L
I
l
 

t
実
君
主
な

t益

備
さ
れ
省
寸
。

'
h
E電
所
は
南
側
道

路
に
智
L
て
霞
げ
ら
れ
て
お
り

脅

か

ら

E出
入
り
で
舎

利

m
L
1
4
J
L手
図

書

館

;

高

集

閲

覧

室

を
三
一階に

-
般
開館
果
関
覧
室
を

困
隔
に
L

惜
を
分
け
て
静
か
で
眺

め

の

よ

、

署

員

ん

で

い

き

す
・

か
ら
受

ZEfta

る
と
と
も
に

Ea主
T

玉

音

量

入

"

を

と

の

狗

慢

を
は
か
ヲ
て
ー
、
ま
す
。

t
誌の

Z
イ
γ
は

推広盤
機
ιr
を
イ
メ
』
ジ
す
る
峨
式

を
厳
慨
に
伝
統
慢
式
L

と
現
代
感

覚
の
調
和
を
は
か
り
歴
史
的
風

土
、
景
製
L
C

欄
和
L
周
辺
鎗
緩
と

の
害
性
に
配
慮
し
て

vt

ノ周辺の景観との調和を考えた観合施世 のイ

き
ら
に

ま

2
2
7

2
7
S
8
5
 

聞ト間縄問 H

士

写
九
月
民
つ
ぎ
の
十
項

A

222由
ZRE

に
書

さ
れ

tt

①
組
下
材
用
も
含
め

広
ー、
監
車

雪
量

⑨
悶
必
宙
船
の
克
也
貝

③
市
民
会
骨
ル
は
市
民
が
」
寸
分
話

mで
き
る
よ
う
に

⑥
土
鎗
の
釘
効
利
川
を
図
り
豪

ぬ
ら
し

L
Zの
あ
る
苦
を

⑤
周
辺
道
路
網
の
盤
倫

⑧
夕
食
ら
し

L
Zの
あ
る

E

Z
量

需
品
2
k
m豊明

⑨

--uaの
泊
惚
化
に
つ
な
げ
る

⑨
多
く
め
人
々

a集
ま
る
よ
う
に

@
市
民
ど
れ
も
が
穏
健
に
使
走
る

ょ
う

一

こ
れ
を
う
け
市
で
は
m
UH
M
実

i
i
i
a
kも

の
を
係
周
す
る
寵
計

百
ン
ベ
ガ
弐

を
援
用
@
昨
年
十
二
月
に
綬
計
健

伎
を
行
、

八
実
畠
か
内
也
さ
れ

た
作
品

を

童

話

閣
省
審
喜

員
会
で
審
濯
し
決
定
L
a
z
し
た固

四・制'"出発行同田川"".

東側に甑けられ否コミ=ニテ 4一広喝のイメーν図

ZF4EEg gE干RlE・1ン了山市.，秀大治島内
シ日，、営 il失 宮佐久芳 白

イ zこ 了住 町 v"マ 三白色

ヤ央聖目宝 旦さ恋彰 空舎
，-二圃 ="ゃノタコ後

"ハ 贋号辺尾寝中 条 】
イ綱新檎 ，. ・f町 " 俗宇野
γ 川 大 ー告興 圏三園町 '隣
国 亙宮 V 聞 V 谷 TO婦問

自草:喜望号占tZTE 
… 司青山畑叩ニ山一一

ー

:i
zi

z新
自
治
会
・主

i
l---i
 E草E



瑞 善 男詑 蛸 サ .9るIt▲LLt′こ卜fE= 妻,-'L…蓋…芸.;莞這喪 王≡ 闇 圭三貴王T.まう三言呈;三…:≡:?喜 望 ;

寝 言…きま;LL.i:三三三号書芸乍i嘉芸子i芝;三l呈二王ヒ芸… 謹 聴 親 筆喜粧 輔′､た ｣ て 買主 三 三 n ≡孟-:

,:;曇ド喜言霊I.…害毒ニ…!重苦…蓋…LZ ; 書-: …… 冨皇;圭 '童等二㌦ 三.;喜;:;善書ミ貞け専蔓

刈い■ J9J抄 -′=./∫･r～* イ.-_L':.莞速 恕/ // 慧 A 胡ンtと■lL･p tて 9たそi+!f賢 …告ノヾJL肘オ 三L:iI....■ tのし上もIl 拝に大と～暮-広丁と

のXくi,もナ事牙7至大蔓旧聞与-.絹子三豊 L=王壬宍ご…青 学 Jk

Jl コ.l ′ と六一チ 妄去!軍等i.■tt■

Jも'L&̀､月;言 へ ■ 責苦lIlZとtIL.L ■I旧器 量酬 楢●●■■_ f=1f

Ll.▼ 1r一十■.Lで■ナコと■ナる■†■i;+tlも+上̀上Ott一こt'+■◆つJl tlf†方ソし▲ry/一二Fr.n:†l●己土t〉方大元tf=J)こ■王■fp}{=jEjLtdてらTt書たン､き.､■こに′仏Itへ ▲丁ソ ウ*け†rこで書のTの̂ Hlたこつ■Fqと朝 ちかvl一IrLOfLyt応た1いやのJrのと上tpJrもやし5タ▲すてなナ

ウう)ガ仏スケti L/4と‡J T韻碁rJZh.イ t
TLkらンこす声5tLにAlIlレDICT tと■くA

げ
享章票喜書き那ri.空室呈:憲 ケ {一

喜要言……至鮎 ……毒三八こ もとへi.i ∴ 喜; 了 十 ∴

.芸℡誉- +.宝莞三豊毛 喜至芸紺 tt.;一日蓋;塁吉 富 二蓋芸…妄 塁 芋千tlt_≡たtJi+L7㌔十■.も上tの'LーL5き{=のL_+慧至空重蔓 喜一■tLu LLL1の寸､中1〇十 し●itIlr†1■L=IIのてA糊 4-:;.

三t■∫tく■一iてつ _ 打 ヲ暮 のt′)ttA■書芸…萱亨 …至…

裏書 I▲◆1 A顔醍
JI FI II ソで■+■ 一上1~ヽaALLさ 8 ■ '-hLtの ii:JI▼巾のtL_EL1g

i三ノj
uレi

iZi eハ g

;Li 
，~ ， 

.j量j

j霧t!?;否;
;むiijG;

しょ 11) 

I i 
i二ノj

ロード"卜

ま るた造園置

信
巴
り

hv-wp・』F聞の・

大パピ"すu，、・u・5・v，
b

1
2
2
・
こ
豆
Z
B

U
z
-
-
』
の
ほ
ど
決
室
。

撃
し
た
;
5
7
f
y
は

開ふれあーと受aaめJyy-

'
nz
r
z
I
る
t

で
J'
』y・7tマを「平副仰の

週
ル
』
ツ
の
週
、
こ
y
の

述
、
1
1
1
J
3

・
7
L
'
K
「
み
て
・
曹
、
て
g

h
J
時

E
て
の
ん

;

i

!

 

t
t
V
2
R
f
z
‘
 

め遁健』とLて、，AT

ルの約‘軍は

.，JιNPH
1IPの衡・ιgLて弔

〈
り
そ
の
a
z
-
-
z
t
再
現

・金岨甥織院償倒などに省、

て
Z

ピ"すyそのまaze

45時

yLP化

-より多〈の人・金察の怠舗

でつ〈hヲあげ舎貰a--aL

とな

zc，す巳

⑥ 

仏
像
の
道

⑤
 

aw“利企aaのこふ立ての仏

Z
M
Z
に
で
〈
仏
T

LA創造釦京町偶像a札"の

"
-
E
し
て
哲
治
宝
れ
る
の
は

事
3
z
q
Z
2
聞

に広，、分@Lて‘る・7y，.m

g

z

=
」

S
b
e

岡崎の・7・を的鑑に・実視す

るとともに・大の!"ビ'-n

y
と
し
て
異
?
t
b
の
Kき
い
吏

闘をd円
貨
之

L，Lar=

.... 島

凪"をふ〈らまぜたようS
才アνス暢箇箇の~成予想歯" 

" 

そ
L
て
そ
の
-
a
は
A
r
-
-事

;
;
!
 

主
民
T
Z
で
Z
I

品

白

2

2
司

こ

れ

は
Z
T
E
署
内
需

ピ
畠
l

んで冨
i
'
e
y
グきれ

た
4
:
t
a
-
a
m

他
。
""
・4aqはるaにEW量】

E
7
1
2
a
型
空

舞金返句
l
地

A'丙を・・賓と

組上，
U

聞
の
気
正
Z

・2
程
度
比
両
《

し
て
大
高
金
作
i
W
E

I
-
-
2
2
2圃
穆

・
に
こ
の
様
i
m
i
t

-zすaMREm-としてこれ樋

ど
の
人
Z
I
L
-
-

は
白
t
t
z
h
で
す
一

…mm台
繍

rに
ロ白

川

11ド
各
凶
の
府

四

8-m巴それでは中をのぞ、

て
み
ま
L
J
E
は
E

ー'

晴、.

" 

z
b
 

冠

Lて-eeitv，aF

れazLK
a盆zた、シリy，dd.ιル停

1，工《上申闇》:はシZ舟

，
.ι'，机訟仰道の多櫨.'
 

な主文化文高明里a百白幽

に行.'曹焚、一つに盈

l

合
す
るさ，ιをz褒現し

?

:

;
手
=
繍2徳z筒

てt、匝章1すt.tてE金

Z:yLの2名毒祢空「Jf'?I2一主穿Zの:は車z原め

:jす;:砂:;オZ;ア:;ν:スiff』週?オ1?，ii

久

2iの2‘i

附

q、-シ，-舟骨，.'の.俊R.界仲
ιを宮山ψwa失宍には一三一=-勺のu，a骨''

t;;vtfj守t?:，;:':【ii喜'に-園1たEす7:;;シ=i
匁

2a令• 

且》躯.量昆で&ιら珍え'よ-‘う白，，と
l

、、a各'楢制燭の文
r
【幽鱒周.‘喝に
n
抽銀a.e署》

t
E
i
』
」
，

A4守仙健4#T氏の寄白橡稼vKh.-る@もれぞれ
且amL、シ4ルm.，，-'胆1日ド
'
 

の
写
で
工

:l;.企t，:γ
凱
栂
削
器
隠E
の
z
そ
れ
量
，
E
z

F

i

i

E

!

ま

4て

晒
岨比
一当日岨
O
回

-
H
"に

申
宮
山

図
日
団

・
1
F
E
T釦
校

f
y
Y
2
2
5
ダ

A
方
に
は
主
型
E
E

ve4vyダhA互の重留置によ

2
7
1
高
z
f
h

ν-ka変化va--ムにらSれ

て
L
t
令
し
た
が
勾
て
仏

-aaニのがい24'0.，
.. mM』伝

摘するとba・包それまでの

縁仏像角の-RL・・4qτ・・

釦釆の-Re*・"・眠hh仰'附す

t
t
出
現
し
た
の
で
す
-

M守凶'hγ-?の鈴像A，，しv-A

中闘轟aEら中島央穴ア匂シ，ア中唱近a幽膜鳳

軍i'
九
R
1
?
ヰ
w問内山E
『
Ea
樹臣K臣を

uM'.虞凪
L
hシvιルm

，'
tドの.唄唄雀条無

庖，.'マ-'?，イ咽ず命eν，νJ-'胃

11J7《慎肉の剛健e》dyAam

m
t
z
h
で
F
e
と

t
・
2
2
M
S
r
シ

t
T
v
t
z
E
-
L
 

E
う
た
ん
織
稼
働
“
鋼
工
E

A品寄る圃明人償ーもあります冶

よ
れ
ら
の
多
〈
は
Z
か
ら
臨
も

人
I
:
A
J
4
E

されたものです・まとシル，

胆Fのシンdvル彼の刷友金

留守
6
・"'LF'rの像も幽-a

B
空
1

1

S

E

t
-
-
2
1
A
S
 

サ
取
例
の
広
・
で
は
シ
ル
，

・jl
，
ゅ
a
り
の
劇
や
淘
蝿
繍

，
a
a
p
d
E
1
 

寸
剥

Z

2
パ

:
l
Z

昆

1
2
ろ
げ
ら
れ
f

a
'
プ
品
ン
グ
1
1
γa

見られます・

四
凶
援
も
側
人

・
四

四
企
蜘保
全

μbe加
問

こ
う
い
A
V

た

-p'l'な一

1・ピ'-zydつ〈't-aめ一

る
た
め
に
一
首
古
Z

i

E

m

-

-

伎をはかるこ企にa，

で
1
5
f
f
金

T
2
7
p
存
2

ぞア
dm-Y酌ヤピナ系企見分

2

2

h
ょ
2
仏
像
品

費者たちの・とLてガγダ』

z
m
現
し
た
の
で
r
3

ニ
れ
毒
手
3
2
f

yrvの内wgのマタ''*中

心とした泊unで丸秘色砂胤
U

L胸‘，』仏aが叱除されるよ

うに危'aze守.

ー
‘
ず
れ
史
身
に
ま
と
吻
た
-

j

hi
 

体ua雄も人聞の舵
体
のEng釣

側

A
Z
-
-
Z
民
Z
鵬

也中旬、eb--の三勺の守n

E
T
E
S
;
す

一
あ
2
-
2
4
"
に

つ、ては
在
日
中
国
附
家
が

必
作
を
市

へ
寄
附

2

2

2

2

2

 

Ab'・eb‘vgんa一三月

↓
干
宮
市
2
2
2
2

.一ae--付宅れました
・

ζ

の
監
は
臼
ふ
支
盆
の
勉
強

a
z
‘
2
2
s
a
H
 

I

周a司の倒M・Lga慣

ane
同
情

L

t

f

e

-

-

h

 

で
中
国
Z
Z
里
、
出
一

Z
E
Z
E
S
f
 

E

1

i

l

k

 

-
Z
Z
事
A
a
F
か

ら
定

a

i

-

-

‘

う』の力作
R

さ勺そ〈「主

毎
の
掌
L

に

-m
られ
L
罰
金
勾
帯
り

た

E
目主

L:てレ

サ
@=

-
-m
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
=

-一
ラ
プ
が
.
イ
ス
寄付
=

2
・
1

:工
会

f
g
a
p
-
R
t
f
十

五人v・、鈴益価値軍に由民玄て

て
〈
だ
S
L
島、
.
7
4六

台を市の有竃銀行に寄付され

主
主
主
h
j
L
て
、

ます・このす
3

に
仏
像
の
幽
現
は

5
4
2
?
Z
A
-

bらの文化防膨・ヵによ。て

賀
福
嶋

L
や
が
て
-
れ
8
4
y
v
F

U
獲
の
中
国
・
u
E
=
一
閥
、
na・

へも伝えられるヨとにh催。た

&
も
う
わ
刊
で
守
L
た
a
，

て
ι
2
2
1
へ
の
伝

掴
を
.
合
e
る
企
=
れ
ζ

そシ

7
・
P
E
t
-
的
な

，
 

刷型のが=ナ':オZ仕2e忘の公草

'
 

ER内てi付Y!，A;バ2iヲ1:.:;
噌

Z
;νI 
兵

2
綱
高
A
t
E

t
Z
2
2
t
h
t
 

-
す
b

玄
周
年
を
記
念
し
て
T
E
も

ので市ではこの・イヨAをボ

ヲ
ン
・
7
4
?
宅
ン
タ
ハ
佳
虚

主
に
・
ぇ
里
E
貸
し
出

す】とにしezLら

;
3
2
2
 

1
f
E
z
-
-

A現にφee一，41441

U入金十万八千円

マ
東大

需
の
昔
E
z
t
t

i

t

i

 

開
八
日
佐
紀
中
町
の
綱
本
弘
子

さん
A
n
p
句
市
隠
合
編
祉
七

Y
タ

fヘへアdr，イア『へ4N

スA，T-P1a一個

例九日大宮町古吸急包しν却すジ

の
E
一
・
さ
ん
か
ら
干

F
 

F
U
E
山
m
z
a

S

i

t

a

z

 

un川む
V

智美少佐のam"-

f

i

s

t

 

-
八
千
円

も
の
で
あ
f
L
Z
T
王

、すぎで
R

危LでLaう・

自の
2

1

富

山
索
開

0

・門・の有名な“

t
E
u
?
"
“
E
E
 

E仏

R
T
A
t
:

aそれらの趨mmp・・町中

E

i

-

-

z

 

t

t

t

A

t

t

 

E
闘
l
E
e
d
t
i

ph思
bれazす・内なら'JA

P'vv-丙
aw陶受益岡》



M606号りよだ民市良奈

4 
今吉月

訪26
三百日

草寺R
h長
1栗票

弘
ば
遭
績
で
寸
。

R
M酬
の
納
圃
宋
は
政

治
会
政
毒
し
て
切
実
包
私
た

ち
の

E告
白

主

う

て

〈

る
こ
と
に
な
0
・
す
@

U

払た・均
一A
U

嶋
方
政
治
v
h

対
し

て

a
h意
思
表
一
市
の
で
き
る
』
の

放

Z
H
2
2
4に

ー

に

は

主

E
と
し
て
の
跨

1
て
大
切
な

一

棄
を
自

E
に
投
票

Lfよ

ろ
a

ふ
れ
あ
い
巡
動
実

ハ
1
2
4

1

i

i
V
i
i
-
-管

町
創
刊
同
十
二
匁
同
月
一
一十
七
日

「%
使
役
東
証
明
書
」
の
交
付

Enan人公
で

tT続智
Lて〈
だ
き

E比
生
ま
れ
た
日
自
民
で
を
受
け
た
被
庖
身
体
告
書
で

m
L
Jた
で

〈
雪

z
t

:

月

十

八

日

!

?

る

人

i
E
E
n
i
-
-
e
-

y
p奈良
市
の

i
z
i
T
J
i
f

i
i
l
i
-
-
z
i
i

i

v
 

i

i

i

E

S

2

1

不
自
由
で

z
f

八

E
E
人

V

筒

s
f
i-

-
i知
ら
な

L人;

今
回
の
統

一
組
方
選
績
の
最
後
昭
和
大
サ
二
年
同
月

一日
以
後
す
で
に
交
付
き
れ
た

-muRRa
・
m
mの
係
口
に
巾
L
附
て
代
革
し

を
飾
る
市
議
会

a
μ
a議
ほ
同
月
に
世
間
山
口
、
M
E
し
f
人
は
前
の
伎

証
明
禽
め
引
効
期
間

《
附
匁
)
が
て
も
ら
う
て
〈
だ
さ
も

ez
た

十
九
日
に
ま
さ
れ

開
二

士

i
i
i
L
i
a
-
-
t
i
S
H
F
-
d
R
i
m

l
日
二
役
原
さ
れ
ま
す
笥
今

さ

い

・

2切
り
か
え
て
〈

2LB切
で

き

ま

t

語

字

閉

ま

m
t
i
〈

Z
E
f
v
;え
に
は

2
5
2
2

1
2
-番
身

近

で

奇

こ

め

童

話

の

ま

で

す

n
E
1
2
2
E

l
'o
e
i
l
-
o
i
l
i
l
i
-
-

@
 
践
参
加
同
体
募
集

昭和均2司I'Ol15目

で

第
一一
一
回
市
民
ふ
れ
あ
ー

ま

運
動
継
海
大
会
は
玉
月
三

日

ム
±
日
《
日
》
に
開
き
ez

m
ナ
@
今
信
号
は
『
な
ら

ν

月

ル
タ
開
パ
ド
樗
』
開
継
を

4
来
匁
に
控
え
て

「
現
切

み

美
化
保
健
室
動
」
と

-z

hML
昔
話
内

-q

リ

Z
F
3
u

E
空

禍

げ

て

各

聖

書

置
高
齢
必
隈
聞
き
れ
ま
す
e

"ゆ

市
民
ふ
れ
あ
L
運
動
権
選
1

・
部

で
は
こ
の
実
院
運
動
へ
の
参
加
M

t募
集
し
て
も

1・

2
は

Eと
し
て
早
甥
か
ら

mZ仕

危
ど
を
型
て

4
2
1
を

深
め
よ
う
と
も
う
自
主
の
グ

ル
ー
プ
同
体
で
昨
年
は
百
七

古

川

休

二
万

-Z百
人
め

多
加
。
あ
り
ま
L
た
・
学
校
の
A
T

l
p
A

近
所
の

t
L5
5

プ

E
f
a宅
島
、

ら

量

2
2
2へ
E
L

た
人
は
詰
で
き
ま
せ
ゐ
a

〈
後
属
降

mv

午
前
七
時

t主
A
Tで

喜

盟

主

7
i
f

mで
約

一
品

7
5を
鳴
ら

L
-
z
す。

〈

a--通
知
・

v

君
事
通
知
膏
ハ
陪
が
き
》
は
am

便
で
拘
絹
け
し
-
z
?・
』
の
通
知

-
Z
省
ん
・
ふ
れ
あ
い
を
溜
め
な
。

ら
き
わ
や
か
色
野
を
謙
L
て
み
az

ぜ
ん
か
。Zし

よ
う
左
い
う

Z
Z

Zは
は

が

き

志

望

団

体

名

主

君

主

語

、

電

1
1
H
;
 

婦

の

君

主

主

続

揮

の

亀

岡
極
付

V

B
加
入
歓
訴
動
場

所

E
S
tて
閥

Z
I

-
-
で
に
宮
市
広
組
報
公
聴
標
肉
料
越
勘

権

主

聖

蚕

大

日

一

1

・
@

一
一
一
一

》
へ
畠申
し
込
ん
で

〈
M

に
き
、
.
問
、
A
U

わ
せ
も
何
本

徳
ヘ
@

奮
は
役
票
所
な
と
の
お
知
ら
伎

と
役
栗
事
時
習
を
円
滑
に
」
打
偽
た
め

の
も
の
で
芸
術
、
必
ず

Z

し
て

A
f
Jし
f
t

司
た
ち
紛
失
し
た
絹
合
ま
た

は

iに
忘
れ
た
り

Lt場
合

は
将
軍
司
ゆ
し
似
て
く
だ
さ

勺

君

主

網

に

量

さ

れ

て

i

i

i

 

すハ
不
在
者
復
属
〉

1
1
1
1
 

i
i
2
2
5
 

同
月
十
九
日
〈

u
v
t
一
+
五
日

(さ

ま
で
不
在
昇
段
集
が
で
き

ま
す
・「

人
は
み
な

meに
生
き
た
i

、
』

と
、
う
共
通
弘
首
鳳
も
を
も
A
V

て
い

1
iた

『
?
に
生
喜
て

巳
〈
L

こ
と
は

権
利
企

し
て
す

べ
て
の

'
人
に
保

d
隙
さ
れ

て
も
L3

・
a守

払
た
ち

。
生
き

て
L
る

Eに
は

人

事

長

3
?
i
f
E
 ffjIr遣準望星「

も潤~， _ ， f 

H!?il作品を募集 li
言ムえ品 j 関ゆ祖師.編 I ! 
??iEU土ことli 

ui431iE il 
ai8S15?ii 

が芦.j 1i! S: ー，繁 f
..  のア限 ， 
ttEii24t 
二生 限寸t*' ~j 
旬以 りる特す

書
は
曜
日
に
関
係
伝
く
午

前
八
時

t
z
EE
E

票
で
合
掌
す
の
で
遇

az通
知
議

F
tる

場
合
)
と

躍

を

縛
勺
て
次
め
所
で
手
錠
ゐ
き
し
て
く

だ
さ
t

マ
富

市

役

所

《

二

塁

自

一

7
n
v
一
一附
zq
在

a柁
梨
配
叙

T
号

令

官

盈

徹

さ

れ

て

t品
2
t
s
t

約
象
@

Z古
書

《

置

さ

一

丁

旦

一
階

4
2事
長

T
還

l
 

f
Eり
1
0
L
A
し

の
色
が
L
b
z
理
由
に
人
命
句

n由

や
権
利
金
奪
1
政
省
、
“
言
文

化
な
ど
佐
伯
全
般
に
わ
た
，

l

n
F与
え
る
』
主
差
別
で
あ

句
そ
の
こ
と
が

E
慢

に

は

語

的

に

里

に

E
h
t

移
入
品
に
を
す
れ
て
L
る

富
山
署

E
K緩

の
釘
櫨

宿
舎

nae

E
Z士
14
品定

さ
れ
た
鏑
漫
で
は
そ
の
値
観
で

42
Z
E
1の
で

喜

め
管
剤
者
へ
巾
L
附
て
〈
ど
さ

。
八
繍
属
V

即
日
開
票
で
二
十
六
日
午
後

七

E
11ら

2
2
E

S
聖

Z
K
1・

ー
は
裂
に
作
所
氏
名

Z

り
カ
な
V

字
悦
名
学
年

c

t
i
t
-て

百

十

一

円

き

で

に

本

音

奇

麗
(
桧
草
寺
町

盆
@
丘
二
0
6
V

I
E
Eは
Eの
う
え
主

要
E
に
茨
霊
長

2

重
た
〈

'ML，
銅
賞
金
附
仇
リ
重

す
・ン

立

』

四
月

一
日
か
ら

ウ

え

ん

乎
値
観
ニ

昼

タ
ウ

タ
ぷ

4
K
Z
E

-
-5
2
8
2
 

巴

「

ド

さ
れ
ま
L
た

4

配
町

‘岡
町
名
は
拘
功

」
戸
守
4n

一J
六
了
日

出

唱

ム

引

E
7五
1

ヰ

f

M朱
雀

了

六
T
目

左

京

7占

T
U
の

二
士
一
一町
て
す
園

こ

の

世

は

宮

里

1

2
t
E
M
E住富

市
長
備
公

g
a
t
t量

i

?
宅
地
開
発
主

め
て

Z
T
t
目的

E

は
賄
相
二
位
工
二
月
本
日
で

・

2
3干
し
た
こ
と
に
伸

、

3
5
t

E町
佐

官

の

う

も

〈
ポ
ヌ
タ
ー
の
都
V
対
象
広
小

中

zt肉
y
切
り
闘
世
に

p
u
v
-
Y
泊
絵
の
具
で
布
、
た

も
の
。

八調

wrの
am
V対
象
は
小
学
凶

t

大
伽
等
生
e
包
H
M

「
水
道
百
句
L

で
八
分
の
一
画
仙
紙
む
使

m
u

{

-

ー

そ

の

間

目

主

主

君

で

ご

1
ん

J
〈
に
自
分
之
の

;
5
1
1
a
r
s
-
iー

し
た

;
t
t
2
2
n
Z
2
1主
で

す

J

f
z
E
4
5
:
A
E
-
-
E
 

X空
で

し

{

置

で

あ

z
t
iと

で

酌
年
前

a実
施
し
た
栓
歯
寓
実
現
鶴
ぜ
会
の
惟
間
体
と
、
う
H
A

で
明

t
tう
に
重
刻
す
る

t
t墜

に

2
1
4
a

人

員

カ

2
2の
喜
よ
ち

も

E
K
Z
f
t
J

2
2
2も
ど
を

2に

も

2
5
2〈
よ
う
に
測
れ

き
ぜ
る

J
ん

な

意

望

書

〈

an
さ
れ
て
ー
、
る
め
で
す

同
和
問
題
は
国
民
的
課
題

る
の
で
寸
@

伺
和
対
簸
審
議
会
の
容
ゆ
が
出

き
れ
て
か
ら
一
一
十
一
旬
開
和
対

策
特
別

m
R法
地
活
動
限
梼
勾
策

特
別
併
置
法
の
も
と
に
十
八
省

K

2L
主

主

自

を

む

か

え
て

L1・

-
ー
と
は
よ
〈
た
‘
こ
と
だ
L
『
陵
刷

は
な
〈
さ
な
げ
れ
ば
危
ら
な
!
と

と
同
和
問
掴
を
ニ
と
ば
で
罵
解
L

E
E
t
sの
部
分
で

注
意
だ
ez
だ
自
分
と
の

a
s
b
'

を
も
勺
た
問
題
と
し
て
実
磁
に
結

び
つ
く
ま
で
の
喜
量
立
で
き

i
E江
主

刻

す

る

こ
と
は
よ
く
な
ー
と

『
あ
剥
L
て

Lな

LI』
と
思
吟
て

Lて

も

盆

別
観
念
AD
穿
ば
え
釜
測
し
な
い

Ej 
民月
健明

第曹z
m聞書

主料

固

定

資

産

説

都

市

計

画

説

内

《

第

一

期

分

v

-
u
軽

自

動

車

稜

E

(

全

mv

f
r
tfの
納
期
限
で
す

1
 

を
.犠寝掴却珂
し
た
も
め
で
町
名
は
従

宋

zの

1名

fそ
Zの
i支:!室:;:

と
主tな

tq
 

て

fLi3f@
 

こ
の
ほ
望
書
は
約
コ
一
玄

乎

Z
z
r約
五
予
言

人
口
は
約
五
じ
千
人
で

t

労
働
保
験
科

-

昭
和
ノ

申

告
e

納

付

-
一一物
争
責
の
労

申

告

《

盟

君

臨

》

の
申
告
納
付
は
五
月
十
五
日
き

で
に
し

4
A
7・

4
t

am自民
労
憎

gm胎
勿
災
保
慣

保〔
曾
匂

同
五

一
五
V

鮎
凪
剤
保
険

様
ハ
・・
@
二
二
七
九
)
ま
た
は

労
働
ふ

e
E
情
君
公
民
職
寮
安

福

に

問
も

t
eて
下

t
e

ー

ー

と
は

um底
、
え
az
ぜ
ん
巴

E
B
-
-
t
t
 

z
rて
i
号

、
〈
た
め

民
は
一
人
ひ
と
り
が

『
人
間

a

人
間

t〈
L

生
き
て
、
〈
た
め

h
h

伺
治
不
合
理
で
あ
り
ど
ん

な
品
在
宅

LAa
身

の
ま
わ
の
の
ニ
と

n
ら
見
彼
〈

目

打

ち

そ

て

L
L量
勺

て
L
〈
ニ
と
8
必
要
で
す
。
そ

'

Lt〈
こ
と
か

E
E晒
と

し
て
同
相
関
空

t
L号

す
。

』
市

.~ 

;;(.;'f 



(・}昭和"匁4月"日りよだ民市良夜

rならJ

!IJ 606 ~ 

日

本

画

E
曾
『富」

令
直
腸

z 

E
『量』

長

岡

努

-
R

Z
F
A
Z
E
 

i
F
i
t
L
 

I
t
z
-
:
 

書
f-
t
 
同

i
l
8セ
E

j
s
t
f
 

‘
Lよ
trE再，

T'ZTt 

i
t』

岡

川

乳

E
1
1
 

4
i
 

Zも
で

Z
え
で

f
・

3
9
 E

Z
 

主

ZLき

E
t
E

:
き
;
z
q

B
R
E
E
l
a
 

j

i

s

 

4 

' 

i
f
-

-
両

首
奏
X
7

T
Eらしが!

玉

Z
2
t
J

;
;
E巳

‘.
A
〈
ぱ
"
が
峰

ce切れ

喜

z
f高皇、た
til-

げ
て
i

‘‘。.

E
=
t
-
E
t
・

2
E
a
f
f品

《

I

じ
て
A

V

I

、e
h
9

・m&
ホ
干

の

f
i
2
2
E

‘
5
1品
Z
Eに

λizua 

も

hte宣
伝

2
2

』
?
?
れ
て
=

zlq 
b 

実

爾

• • ' 

，、

『

2
1
:
l
L• 

ヲ時

争

• 

璽〉〈洋

拘l• ， 
ー〆• • 子，.'. l). • • 

1
1

一

M

古

Z
m

T
F
T
E
f
 

ta仏

2
、
車
両
特

に

Z
S
E
i
h

i
i
 

22tsz-m
・

!

i
t
--

州
S

-mtT
噂

3
2
2
1る

2で
2
・
aIぱ

‘
に

{
R
t
i
 

i
i
a
L
t
 

モ

5
3
7
E

E
t
-
-
t
 

『

i

i同
代

.' 
工

芸

zzh』里
E
E

-
-
t
E
Z
E
E
 

-2
1
i
S
 

E
tt
-
F
 

M

回型
車

7
ら

Z
E

E
-f
a
t
 

-
S
L
企
巴

i

z
i
E
 

Z
図
書
写

t
2
F

守

五

Eは

E
t

z
EL
-
-

E
2t2
2
6i 

IIIi 

刻

i
f
 

目

2

5

白

EKEEEに
量

=
!
z
i
 

、ー

:

i

i

pmEzrazz-* 

2aagaTEる・

ね同.."
川 ヨ. . 

111iz l 
作， . 

!;:!1zi 
Z て..
t t t E 2・• 4

・-

J

・
・百

予

の2
2
 

r
r
 

、

，

}

m
w
u
 

'‘ ， 

市
展
入
賞
者

• 
【

S
E
i
-

@
は

wER・
は
内
湯
会
姐
-

a穴
埋

a
z
t

;
i
-
i
;
 

;
s
i
v
 

E
-
t
E
L
d
 

Z
E
-
-
E
t
 

i
i
j
 

i
f
-
-
T
 

1
2向

2
S
E‘

E
-
I
I
f
S
 

F
聖
書

Z
Z
4

『聖
』量附

RE
!
5
i
 

i

i

E

 

i
r
f
I
L
 

-
-
zの • 司，

-m・
賃

i
i
 

田
代
湾
企

r

:
i
 

kaヌ
附

f
-

・が・守備‘

p
i
s
h
 

-棚、.‘
keaの

検
ぬ

久

a-a仁、
.
.
 

，a""陶

b
t
zる

E
Z

A
凶

L
q

:
2
2弘

t
t

E
t
t
;
t
t
 

iz-YAZE 

l
i
-
-

z
i
l
l
R
 

久
"
『

E
2・
T
L

，

町

E川

E
E
E
-

-
h
E
S町

s，i
:
F
 

E刷
宮

川

Z
R
-

'
E
F
:
:
 

2

・4
・:

t
・6
:
t
e

z
i
:
1
 

ε
5
1

百

喜
市

RZ

主
・2m
代型一，
C
冬

E
5
4
e
a
-
-

山

a
z
-
-

『剛志

2
R
B
I

t
-
A
s
t
 

iす

i

z

〔
わ
び
す
防》

t-aet』
六
条

予
'"μu 
m " • 

i
f
t』

a
f
 

t-zttて
た

E

;

i

 

i
i
g
k
i
 

i
;
P
a
e
 

s
e
E
t
s
Zニ

&
e
a凋
L
て

&

，l品
安
感
え
r
w
-
b

t
t骨
tta

i
i
;
 

t
e
t
h
t
E
 

で

Z
E
-
-
Eに

!
i
t
 

zhI:Lた・

2

i
!
ii
 

A
、

:tlζ
望
者

f-Eh室

LK4

EE
ELS
eE
 

A

‘.E賞
者

U

町一
一一E
E品
え
字

z
t
i
-
-象

i

i

i

 

E
』主命

E
V員
冨
B
4
f
-

F
7
4町

@
2
2

E
B
-
-

i
a
F
r
@
 

・4
-
1
5町

時
理

4
h
f』

t
i
-
-

2

2五
A

RE
Mi

t

 

i
i
 

e
b
z
s
 

型

車

両

E
;

一
主
ぞ

pa--

i
t
i
 

l
i
-

-‘

zI 



水
彩
画「み

ず
ゑ
会
」

互
い
の
話
題
も
軽
い
タ
ァ
チ
で

り

総
t
b
「
・
4
a
v
a
金
、
は
名

1

1

r

E

S

 

し
む
A
V
I
'
4
w
で
寸
t

=
寄
闘
に
中
央
公

時
鱒
玄
僧
の
*
g
-
a

喜
宣
し
た
ニ
ー
+
人

;
i
 

Z
3
2生

の

里

Z
高て

で
i

t

-

-
プ
で
す

-
m穫
は
包
Z

F
じ
え
て
約
=
E

i一
-
1

2
午
後
に
中
央
量

虐
で
-
z
た
第
一
月
・

"
に
は
京
良
公
園
た
左

よ

生
島
建
L
ん
守
I

、.z
す
・

-

f

a
併
し
の
下

z 

?ea亀fp
人口が増えて

観光さびれる

鳥
見
町
周

r自思

--z・

宮
市
良
市
は
仏
-
e
文
化
発
刊
の
・

t

て

知

ら

れ

ま

t

E

署
の
事
理
わ
れ
て
、
t
，

i

i

z

t

f

 

E

S

で

あ

る

i

に

現

代
マ
凶
S
E
e
p
-
m

A

'

1

 

遅
A
司
e
a
の
人
ロ
必
L
ζ
A
i
0
・

却
し
t
1
0
2
2
・

京
-
な
ど
b
A
・
市
a
a
，
、
に
-
e
，

て
そ
の
ベ
ヲ
ド
'
'
'
d
〆
と
L

て

6
1
c
E
E宅
-

i

?

t

て

ー

か

ら
で
t
a

・3・

e
-
R
は
網
走
の
闘
で
す
が
.

楚
嘗
は
a
d
z
-
R
少
の
個
陶
に
め

:

t

z

i

z

t

 

2
2
i
ど
の
人
百
麟

直
z

-

Z

2

2

L
て
筒
納
す
る
a
'
柄
、
寸
幽
R
t

幽

て

a

t

tぱ
ゆ

t

'
&
そ
の
衡
の
窓
側
気
智
也
探

ゎ
ー
‘
た
ー
‘
も
の
同
一
守
が

も

Z
L
て
、
る
と
a
ま
ら
し
‘
a
m
や

花
な
在
日
ご
・
の
の
生
定
で
気

z

t

Z

E

F

2

 

9
一
』
主
'
u
Lぱ
L
げ
@

水
制
杉
画

U
ど
れ
で
も
-
n
u
世
に

取
。
恨
め
る

L

-
日
で
作
師
"

を
・
完
成
す
る
こ
&
も
で
曾
重

寸

。

z

t

4

t

t

た
作
品
を
4
9
γ
開
会
で
鑑

賞
』
犯
し
・
4
り
を
e
m
し
め

る
の
a
b
e
p
ん
な
れ
J
U
-
-
そ

守寸

1
2
3に

も
応

-
Lて
L
Sす

B

今
写
は

A
'
y
'
ー
の
ひ
と
'
W
姻
・
博
子A'v 

i

i

・

み

と

な

;

L
た

t
E‘C
J

Z

 

の
t
s
t
ぜ
ん
か

4

・
A
a
ー
‘
a
e
ー
‘
と
L允
-
v
l
p
b

で

tハ
週
鎗
帽
禽
V
会
長
・
石
黒
・
8

《・
M
U
4
豆
七
ム
》

変

新

一
年
生
も

十
人
十
色
で

主
主
伎
の

f
J

・
ご
写
生
闘
に
『
値
下
援
で
し
た

い
こ
と
』
『
大
人
に
亀
m
v
t
ら

何
に
な
9
化
、
か
I
』
な
ど
側
、

て
み
-
t
a
7B

『
か
げ
ふ
み
』
『
eい
か
M
に
』

t

-

f

、
t員

i
t
s
-
E
 

〈
な
A
q
佐
ら
J
B
J
'
P

ト
恨
の
パ

4
.
，‘
F

広
忽
，
r
h
k
a
e
』

と
陶
ι
z
E
E
る

t

z

l

i

E

 

制
定
一
〈
E
Z
竜
江

守
学
後
で
ー
伝
わ
と
び
宇
品
v
p

f
b
上
手
に
伝
り
た
も
な

あ
」
L
Z
i
‘
た
ず
ら
唱

“
‘
戸
・

ポ
ル
建
J
w
a
M

き

i
fん

c
，
.
民
主
回
・
》
『
ゲ
キ
置
さ

ん
に
た
弔
て
街
、
L
、
，
t

z

T

a

f

-

-

a

 

信

azす
も
み
ん
主
で
n
れ
ん

は
を
す
る
の
b
U
R
-
-

と
い
う
・
"
a
R
晴
子
b

'
ん
《
写
餌
お
a
b
2

.
M
V
ほ
掌
錦
騎
手
・
?
を

2

:

官
2

5

a
n
』
&
明
る
、
実
M
M

書
-B手
T

ん
が
"
ー
も
'
K
&

f

E

z

-

-ゐ

aら
2

・u
v崎
『

タ

.

.
 思
さ
ん
か
志
望

ん
に
k
Z
L
S

A

i

b

i

 

sE

，
ず

人
生
へ
の
z
z

z

i

十
色

E

ι1)ヲ内
F

ん
仇
扇
・
9

て
ね
.

一べ引制叶町
d
』

-a

市
見
ご
希
望
を
ど
う
ぞ

匂

「
み
ん
ι
悼
の
広
暢
』
で
は

-
W
M
R
の
怖
さ
ん
の
怠
加
を
お

V

-
仰
わ
し
て
L
a
a
す
・
a
z
た
伊

m
こ
の
4
1
ジ
に
対
ず
る
ご

-

t

r

Z

A

I

L

 

-

‘

J

ず

れ

品

品

『

公
聴
健
全
保
伽
入
院
刻
一
1
M

u

-
-
一
一
一
一
》
t

一

置
に
隠
そ
れ
が
な

L
ら
で

は
也
、
で
L
a
，
n
.

E

に

E

T

E

復

2

2

1

し

て

車

z

t

z

t

z

h

Z

L

 

a
A
y
b.
a
R
・
R
・
東
で
あ
句
凶

Z

T

J

t

情

里

嘩

じ
ら
れ
な
L
置
は
E
-

か
急
、
n
ら
で
し
8
9
・

[四四li表衝のa島豆が..三

を実に遇、やる慈箆

那富山墓 l 
-ー一一一一骨一一一一 」

一一抱
月
に

一
回
-
w
噌

γ
脅
低

め
た
叡
a
R
大
相
絡
を
散
撫
す
る

"''吋
'
e
セ
Aめ
篤ezり

司大
和

草
〈
き
a
y
ん
そ
筒
富

山
厄
《
伝
ほ
や
ま
け
》
・
へ
と
ご

省
内
し
ま
す
・

ー
;

t

i

ヘ

下

a

s

t

z

i

じ

品

T

Z

Z

で

z

s

i

;

t

-

c

z

 

が
あ
り
e
z
す
・
そ
こ
か
ら
ま
に
剛

へ
行
〈
企
右
手
に
折
れ
る
ペ
a
-
e

'

Z
一
富
里
Z

L
の

小

s

a

d

i

-

-

-

z

d

t

E

へ

る

喜

一

臣

似

丘

陵

町

E

f

f

同
町
献
金
a
芳
、
る
』
Z
A
，
b
指
標
ド
ル

E

Z

E

a

鍵

1--の
あ

た
り
Z

S

じ・
A
守
提
《
レ
a

i
z
E
で
有
名
て
す
ど

ん
ど
ん
西
の
府
ヘ
‘
む
と
「
・
司
圃
室

温
何
祉
』
が
あ
り
そ
の
す
嶋
守
主

へ
折
れ
て
本
宮
も
の
‘
，
ン
牟
ゆ
を

〈
〈
っ
て
行
i
T
E
A

帥仰
の
中
に
ひ
q
そ
h
q
a
石
の
梱

ハ
き
《
V

に
開
a
z
れ
て
1
る
の
必

同
錫
富
山

-
F
です

心
れ
は
古
L
-
R
轟
め
一
つ
で

Z

5

2

員
長
原
小
辻

且守の-maR・
E

・
-
A
あ
す
a
a
め
・

昔
E
》
L
と
の
聞
に
t
t

葺

't
《
も
と
k
h
'
9
》
で
す
・

1

1

2

2

E

 

制州統

L

・
駆
氏
の
.
，
n
*姐
RM吋

P
A
"
の
に
す
ゐ
た
の
は
空
を

聖
目
立
て
a
L仕

L
S
L底
止

は

且

の

号

引
を
仰
た
f
z
z
，
て

-ZI、azLた
・
天
自
彊
の
g
t
・
4
4

t

t

a

E

は

F

A

i

i
t
-
-
a
 

3
H
E
t
-

--aui、.ZF、
.
.
 RM
思
蓋
の
Z
E

t

m

n

i

i

A

、

z
n
眠
ぶ
を
n
aa
へ
&
a
i
-
-
T
町
書

し
た
・
t
一
三
人
7
t
t

l

a

s

h

t

z

 

豆
一
僚
の
を
網
は
こ
』
p
h
u
g
三

た
の
で
す
。

m
E
Sに
は

-
噌

'Bて立AVてー‘

3
4
2喜

入
《
は
や
と
E
t

‘1
4
7
 

仇

g
e
m
《
"
.
，
v

.
伺
《
午
・
・
3
azv

何
《

a'
・t'》
を

銅
宅
内
合
わ
ぜ
て
ー
‘
，

r・
罰
自

dp令市中
vh

き
て
・
2
〈
見

込
書
ぜ
ん
が
庄
の
Z

5

2

上
1
2
2
て

お
句
ね
ず
A
か
伺
F
で
-
A
テ
47

2

・

せ

て

E

2

5

a

届
の
ふ
・
で
品
て
を
そ
う
な
か

わ

も

の

z

a

7

i

uす
ゐ
僚
も
z
t
ぬ
じ
み

?

i

2

3

7
 

・?
ス
b
》
で
寸

急
白
E
t
Z
画
一
』
え
て

?
k
a
z
r
そ
う
で
す
F

こ
こ
は
予

-
A
'
y
p
の
ま
闘
な
の
で

す
‘
目
の
a
に
は
E
・
喝
の
白
、

建
物
a
-
e
a
す
ま
t
J
1
2

シド
P

の
入
口
の
企
個
の
は
し
を
行

き
全
'
を
霊
6
tと
す
ぐ
そ
こ
A
9

・
富
山
a
m
-
-
の
で
す
@
奈
良
時
代

E

S

E

T

t

-

止

め
を
に
'
宇
治
包
笑
ー
‘
戸
a
現

賓
の
債
界
代
&
略
。
隈
す
ニ
と
で

a
a
v
め
な
た
も
戸
貸
u
u
て

i

t

-

S

F

舎

e
'
u
-
M
f
》

2

R

f

t

z

t

冨

I

R

T

a

l

i

-

-
R
L
A
a
-
-
-
-
a
-
-
l
h
y
'
 

z
i代

t

v
が

?

の

Z

E

:

:

2
2
1岡
ド

タ

品

管

鍛

r
u
a守

e
康
-RU
錐
K
0

・
停
歓

z

t

g

Z

A

 

M
民

罰

富

山

里

2

・

2

2

宝
ふ
る
方
d
宮
内
角
祷
.
僚
級

E

量
2
・
E
2
一
一
条

町、

盆
傍
四
八
九
八
V

ヘ
umー‘

合
わ
ぜ
〈
ど
さ
、
.

阿
隅
《
す
み
》



(・}

市
南
部
に

消
防
拠
点

開和"句"月'"

.. h 

りよだ民市良議M'"号

f E s飛鳥公民館関節f
j; 市17番目の地区館
にンベ ・・'* た・ Z が『七

z 11?江4.U1512
1Aiiiff iEE238 

一績
井
町
に
消
防

署
出
議
所
新
殴

開
E
t
S
F
欄

贈

LazLte

-長mM‘.aw町のam温
i
i
 

m'ν''tb造二階

・
・
3
=
-
E
E

・してha，.Ram
附

---mea明納の陶・

2
2
r
m
t
 

・にその

R
S

L
1

ニ
2
2
e

E
t
Z
の
E
m

k
体
制

a-良
企
史
実

s

t
L
た
・
Z

E

e-
"
5
2E
Z
m
 

z

E

E

 t 一-w省
宅
揚
礎

資
二
階
に

は
図
書
量
4

・司会考会

z

i

 

られてー、.6すh

開銀‘"は件前九臨時
'
q・

毒
で
語
"
は
品
u
品

E

R

2

2

4

e

 

C面五百五つ

!IIM1""...・M ・".・-
.後川.蝿則"刊で

目・4量R・e・IIIU'II‘.， 
*・伺午後1・ト叫 〈竃個

?帽〉

• 3宅5 • 

仁二

場合はその

宮
》
と
な

ヲ
て
、
ま

す・利
用L

た
k

人隠使

用
予
官
の

十関目前カら歯周
H
までの聞に

夜組慣例飴BRS
@↑
一八O
周》へ

ゆ
し
込
ん
で
〈
2
L
J
E

l
i
 

a-&し
で網
棚椅書az--
a
e

z益
"

i

v
z
s
'
品
w

u"-amTA、 「「

C亙..亙コ
醐III'i"'Jt....・a・."刷午後
Eト岬，幽柑土〈敏楠〉

"悶"'殴ti 110 1-ω3同
笥 R 村働 .

四千山..棚"'問。
月...ら蝿目 t-Cj~呼応・公・

"'同 1111)""-

.情調肝肉..全復書 〈農大路町》 ー
岡大 J年・ 11~ 1t 1 ・ト，..

一寸

置
の
ポ
ス
争

崎
玉
県

2

1

冬
ぎ
れ
や
殖
の
う
す
れ
た
る
奈

良
の
魔

阿川網
】受

hm脇
市

叩

臥

町

，

A
和
陣
の

縁

日

g
b
て，

き

古
都
の
旅
を

佐川町
4

》
出
比

I
U
T
l、

E
l
i

-

2

8

h

a

E

:

1

2

・

7

ν

anめ
ω・思を錨
殿
"
旬
、
川
・
一
，
，
s
a
ら
れ
e
z
L
'
B
優
秀

に
，
た
、
治
ん
で
随
時
6R幽
伺
L
て
一
作
品
は
次
の
a
"
で
す
《
級
体

t
f
‘
品
の
・
2
A
一
時
V

hF』の&rヒ附臥の作品【m-一

【m-E

大
月
一
H
4
主
月
G
E
-
a
a帰

E

7

・v嘗生てM足
取

An・岡崎暢句七一

・
《λ‘，Mの幻のゆら金網

句
川
棚
-
ハ
旬
の
λ
a
弓
・
-
e
-
z
-
2
2
ど
土
に
u
n
'
m
Z
〈

下水道
処理
富
市
め下水

gL
化
・
ら
〈
】
の
伎
町
dAAbmの-vM・
o

・ヘ
キ
盲
+戸
遮
L
g
か
a

a

t

i

z

A

f

:

2

1

5

-

Lrh句川.，a『旬tkは・宵

【傍匂
】

.. 
千百十戸で俗化帽の
ー‘ち危

;

1

1

2

2

i

s

?

i

i

;

 

ー、azL丸
、
入
遁
盆
じ
は
包
傘
"
聴
に
舎
が
g
n
仏
企
ず
ゐ
催
。
白
q
g
し
允
市
内
で
こ
れ
ez
での

j

i

i

i

 

随
成

組

曲
冗

r
.

，
 

テ
ヱ

一↑
期

i
1
 

コ
第

λ
a
e
'R
る

一

ト
h

野
市
傾
倒
ふ

み
。

.と
azどは
ず
健催mwhも血応へ

• ' 

面目新たに

三条通り
宮聞
が
三
a'
A
Z

りに

草
主
号
、る

zaaz'ei道

路
の
m
一周エ事

7
品
産
2

1
主
の
溜
ま
で

の開丙八+八訂》

y
z
i
kしら

ゐ守隠の曾・でa皐

S・M-u三

X
J
R
M
Z
姻
は

Z

E
t
'
Z
に
は
2
6

E
A
t
-
J
a
r
 

z

t

・
埋
ま
Eあ

3
7
1
J
2
2
て

包
て
ま
た

z
g
h
-

《LCA，・
0

‘，》ιz・'eイリ，化し

た
A
-
h
t
E
に
a
n

i

i

t

i

 

電話.も
-R阻碍され遮臓を一

Z
“
需
品
自
t
Eら

E
2
2
1
t
1
 

徳一期2・慣はλ十二ι角町川叩

E
R
e
-
-
告
ら

2
・
2
E肉
N
U
A
E
さ

れき
r

L"e.面五コ
・....ー刷錫2 ・..蝿n
d暗 2・ト岬珊崎重で.
E酎 ".-IIOIMl 刷蝿n
d糟 2・ト一一

.聞咽圃--.週帽岬・

''''-'fI!;U'.・陸棚貝" ・̂岨...
C事E石Eコ

鞄 III/i!"''''.の岨
岡 県 ・a ・m・s川 町 刷

・'_11:3"
国民H ・-5116関川 管 制 ，・・4 山崎

C石..冨石Eコ

柑嗣帥..-.ilIId 日以外

明白午前同4 制時..iAU 
叫'ft"('，~!>...~叫止の欄
醸

.酬市 民細田 叫帽1 削

土居畔刷局~五年.

LJlla三百五五コ

L<>1Ii!主主石亘コ

C工百五五コ

分
と
合
わ
せ
て
阿
万
岡
千
A
a
-
-
t
J
Hι1

h}
Mil-

ま一「よ
aめ
E
e愛
吟
一
-
0

・ム宮
l
r
m噛
J

る
ニ
と
-
k
h
ヲ
ま
す
↑

一

一

E
置
に
よ
る
子
宮
f

芝北町三了目
マ
宮武町
マ
ヂ一
一
樋
.. の受・・・・"・・は電話で

E
v
t

a
母
子
u
日
市
E
e
-
-
S
勧
告

z
t
z
-
T
H
E
-

《いずれL
-
-
--一一》

】

u
z
t

E
E
t

へ直
申し込んで〈だ
さ、
.
ゅ

司
副町樽町

一子'"
v
tan-r

A
A
a
h
t
f
a
;
 

N
1
1
2
?
"
=
 

院
内
の
E
A
E
E

T
U
I
Z
 

f
z
A
聖
t
t

M平
纏
児

-zセ
dタ白

血'L込み・+て川一
-
4
Y
志

一
の
わ
んば，、市
一

"・
4
園時
マ
旬am--叩内

存住の一一一4au上の人
-V

E

z

e

-

-

E
v
z
a
t
-
'
z
 

.

.
 二七一六》のわん
ピ
〈村

2
5
主
:
:
i
E
A
U
千
円
五
E
m

z
f
t高
E

《I、，3
amり
』L玄関きます
・

&生広制
wa-mMKR簿
操

S
E
n
f
z
-
一

E
E佐
官
事
L

十時か
与
T

2

7

-

'

1

1

2

a

e

L

P

I

 

L
E
t
-
B
勺
今
た
ニ
"

'
;
お
で
ん
今
ん
ご
一

i
山
.

:0
・
a
:

a

t

E
手
m
v
f
・
脅

i

i

a

A

1

 

z

z

 

銃規争星組問
一
雌
錨
入
賞

人へ

E
主

3
2
1

セ
ン
タ
ー
【
量
大
略
町
時
1国鳥

"人命五脳内
1

・@
a
t
二
九
w

i

i

i

た

Z
1
2
1
広
岡
B

'
す
a

ワ

i
v
z
t
J
i

T
z
f
2
1
・

4

火

-A
ea
H
a
A

t
t
a
t
-
-
一
-

V
と
ニ
ゐ
・
幽
m
k
健
々
ν
'
t

《奥向
ω

同町M
V
内-w・ヲプ

醐嗣剛岡田世1l1I_.

a火 岨臼帽:欄4・e岬

慶
州
市
選
手
団
迎

え
観
.
軟
式
鹿
諌

-
E富岡
宮

T
の

間荷
必転式UR組
事大舎が三一月
二十

九
何
事
事
2
7
4
慶

州市から
朴
問後以
F
九人
伝通

え
て
凋
か
れ
t
p
u

-A417a震の-っとして

す
よ
品
例
E
Z
』
』
2

1

1

1

1

8
 

S
え
る
の
は
自

l

r
奮

す
診久

aw国
awuR仲間MRらの

あ、きつのあと猷AW欄附・降

り出しためいvh〈の耐phも

めげず元気一鮮のJ7νp・

1
e
】
の
2
2
a
tべ

てを例化で・き伝AVA"たもの

i
i
n恨の

1
1脅

点
と
L
て
東
綱
防
署
剛
徳
間
蜜
所
伝
よ
る
プ
ν
ー
も
寸るなと
云
M貯

i

i

l

i

i

 

同 4・4時
四 融 ・ー事関号制時4 ・s
時 盟関"肝円

亡五E
..-剛・"輔岬刷ト

暗崎....'tどの凪

C五亙..石亨石菖コ

高五五百コ

品
聖
一
話
事
責
・
二
十

人
ハ
爾
胸
二
十
一
等
十
先
月
-
日
U

F
t
t
人
v
vz
a
a

M

刊
曹
の
A

i

t

e

t

i

 

ス
とき・五n二十日ie七月

i
E
n
求
書
日
予

備九時手
F

牛後=両手
V
Lとこ

i
i
i
 

m
集
会
超
高
品
旬
a
-
医
勾
箆

t

i

-

i

 

旋

z
a
z
a
M
Z
十

一
"
存
型
甲
t
午後三

時苧》にそれ夢れ句会・ヘ

am--LP拾んて〈dにさ‘.

一...-亙亙百五=コ
山陣....山 4 日司F
.叫...，..・・ a目"正午，
"1'. "a.l¥.5-i5RJ.II;のん

C平疋EEEコ

」

位十

a:ra-.…・・即時4
&1" 1 " 回 由 時.世叫が

~'l'Il.'UI--.lゐ41:1""-.則
畿日 ..  ・l.t..，..



当 欄 墓芸墓室′､'&○i

/皇 軍喜べ 芸 竃 王 芸 毒 声 望 葺芸 昌 宏 至芸 棄 ≡ 招 誓 芸 空 軍 ≡ 垂三相 等 畠 至 芸 葉 菜 蓋 書芸 鼎 異 学十 一 【

童賢貸主冨I.tE1*五乍･★I-秩I-ノ玉の時十IIItlI.千二i十十†ら&EtJ.卓二竿朱為 5 着 Ff】ZI十字.氏 + 生 I8°qz-■l▲ ○上 中生 E] で 淡(午 JL 一一三五 凍 /l 年 坤ト二七 以 gt特口 上 四のIか の 特

十 7 四

那

ぐ平 ー t人特月 Lq rlT+;t ■ 44十 tz暮fgrlir ○ら )嘉巧も 王 芋 書 聖手玉軸 { 甘 木蓮華蚕 室 萱 雲 量がの午 bl 十 .瓦き二一夷) 人 ■辛J,二十一.五 日l七 怯 iIllll以 l一上 目≡勺二十捷^ J;'■書～ヒ一一T ■ JⅠ 年 毎 人

E】7ス 〇日二 お LE七 ■ * 中 日モ LE〉T-カtー中〇円′】

l1LI.で各込･7tT-熊ん妻言責書茎

e'暮 ○～習 豊 玉 rl.ZdI.↑ ■重量 要言と 夏至巧至 '.I,kJ､ス田rlEーナ=r A)でNH こ買 上…墓 室 喜 喜裏～≡ ,E 主 要 書 さ き喜入 一 日 q)
It､V 和 四 砧 五 ●打れ廿 LーI jI五 ､毎

rl､ZF士民 lfでjt へl二名 ′ト 己負■lI H⑨ 七 , I L僅)十 ■ 迫 賎～金 の加 =F-1t老 年-を 海券 外兆 派己 で 杓J1のノ;句人f.人Fn41+1′ヽ円一7

1三門 十十 ■Elf 光 井 二や J1 回 六 ～重 責 墓 岳 ≡ 墓 鷲 露 草 ○蕃 壷十日トLf輔 紺 墓 室 喜 己 〉 人 ヨ ナ ､実 おfl- ( rJ / イ ー̀ り一1人 大 ○7 1 (P CF○ l乎 二 イ ナ 書 美的 生 十 一 - 年 LI_ . ～ Iル X t/垣 二 九 ､外 す十 ノ＼十 ～ ノ R ､二 生 九 十 十 iIど企V 一打 E . とり化IfI 賂 扱 十 ■ Id ､四市 半 時 u JJJ神^) h tAろ 午 u t fLT1書 l耕.､ナ ビrlIT余 九i: ○がfFー 良 ■‡〉 -p> ～) 牛 FI▲勾 十 人 Ey フ① 門 攻 七 才IEqを * Fl lノFSl】で の スケ 廿 己 の トーソ 年 A 人 四 I

一
合
」
の
夜
間
γ
愛
で
明
治
a
n

!

l
i
-
-
ら
昭
和
の
E
の
時
代
に
ま
た

勺

‘

‘

。

‘

4

i

t

-

-
三

無

人

E

K

E

と

そ

の

智

E

，
櫛
め
公
民
館
で
Z

心

畳

か

一

で

に

市

し

込

円

一
党
争
ι
笠
通
L
て
峰
子
ぴ
さ
す
。

。
な
旭
涙
祉
会
づ
く
り
を
め
ざ
明
省
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
ん
で
〈
だ
さ
、
.
市
内
在
住
密
円

一

ム
刈
土
百
f
十
月
二
十
日
の

，

L
断
年
度
を
通
え
て
衛
L
〈
あ
て
往
復
路
が
舎
に
杭
姐
役
室
に
限
り
き
す
。
円
か
き
ニ
依
に
町

一

ハ
原
耐
と
し
て
V
M
細
川
第
一

，
つ
鉦
め
晶
教
侭
室
学
級
櫨
鱒
寓
宙
府
冊
を
隼
学
ι

幅
.
甑
.
脅
餌
幽
墜
E
名
と
佑
a
所
m
氏
-
人
柑
限
限
恥
今
ツ
.
、
定
込
“
員
M
箇
組
咽
姐
過
.
の
と
き

h

一
一
=
=
支
醐
剛
帽
n
午
前
十
吟
J
t
{
十
一
“
嶋時

司
開
早
き
:
ま
す
宅
@
1
ず
I
れ
t
も
主
受
毒
.
君
料
仇
f
〔
Zふf
今
;
均
t
怠
主
》
匁
詰
船
竃
は
量
L
1
竺
皐
そ
、
十
古
回
z
は
詰
命
車
製
E
山
短
詰馴

:
、
L
り
;
，
zせfん
主D

級
t
材
革
費
喜
等
献
草
嘗

「

.‘.
‘‘守

6
臥‘‘
A句噂

6
‘‘守
‘

6
‘
‘
‘
司
新

年

度

迎

え

公

民

館

に

新

腺

程

・

0
も
一
巡
申
し
込
み
は
伺
E
一
一
十
日
ま
で

伝
必
着
で
同
館
士

!f.600号り

五
書
4
2
4

5
竺
豆

08

女
性
セ
ミ
ナ
ー
近
世
文
学
比

例
て
く
る
女
性
の
宅
'
u
n
に
つ
L

て
帽
子
宮
五
月
二
t
-
H
f
来
年

三
月
三
“
め
ハ
原
則
と
し
て
》
毎

月
一
向
木
曜
H
午
後
↑
時
半
t
三

時
学
(
現
勉
学
習
は
全
日
v
e
女

性
七
4
人。

E

f

E

い

ダ

ン

ス

2

ハ
社
交
ダ
ン
ス
》
五
月
二
十
六

釘

t
十
月
二
十
七
日
の
毎
週
ハ
原

則

と

し

て

E

T

E

-

空

t
一
一
軍
ハ
量
蓄
2
5
0

手
車
上
の
男
女
五
十
人
目

議
室
と
も
申
し
込
み
は
五
月

三
日
重
で
に
量
之
園

よだ民市良奈附和"負手4月"司

!
一
書
)

官
働
理
爾
座

五
月
J
来
年
一
一
-
n

め
u
e
n
一
回
。
得
個
別
組
K
在
住
の

婦
人
閑
人
a

-g
aa
敏
膏
e
・

五
月
t
来
年

一一
一一月
の
毎
月
一
回
・
格
u
m
-
m
K
在

住
で
幼
児
学
a
z
鋤
(
小
学
六
匁

生
ま
で
》
の
守
を
持
つ
旋
回
十

人固
-R-
-e
量

五
月
十
三
日
ハ
ホ
)

b
ら
毎
週
一
図
午
後
プ
臨
時
J
矢
崎

阿

Z

S

主

】

ξ

午
後
ア
時

!
f
i
 

-
-
a
省
》
四
十
閤
・
小
学
乏
i
t

中
学
生
の
国
男
女
固
十
人
。

t

i

五
月
士
一
?

百

三

十

日

E

曜

日

午

後

作)

E
-三
一
茎

-dv

官同幽園者単一・

r
九
月
十
γ
九
日
}
1

2

1

日

の

修

正

一

金

骨

量

一

?

占

時

十

一

回
@
必
日
中
学
校
ぱ
在
住
の
六
十

亙
歳
以
占
人
五
十
人
。

T

Z

五

月

士

百

五

笠
二
月
八
日
め
毎
月
前
二
火
瞳
M

午

後

一

t

t

E

1
闘

J

日
中
学
帥
m
k
e
住
の
婦
人
五
十

A
ハ・パ

J
と
&
そ
う
さ
ι
、
作
り
徹
夜

五
MAT-

一HJ
七
月
6
1
四
"
の

毎
週
火
随
M
午
前
九
時
学
t
E

i

i

:

日

婦

人

一

手

人

@

7

1

i

v

ヲ
'
z

f

i

i

企
掌
m
a
「闘
志
近
代
現
代
塵
由
民
儀
血

豆
月
二
十
八
日
か

一
月
4
1
一
一
M
F
七
月
十
四
日
の
毎
週

支
幽
干
の
怠
か
の
会
怪
・
L

樋
ロ
ら
毎
月
携
阿
木
曜
日
午
萌
九
時
半

一
央
臨
日
午
後
一
時
半
t
午
後
四

一
舞
『
巳
ど
り
え
L

め
お
カ
か
ら
t
E
午
(
現
‘
掌
曹
は
乍
前
九
時
一
崎
A
Y
凶
婦
人
二
十
五
人
・

e
A
庫
幽
周
作
「
わ
た
し
A
u
a
罵
て
た

2
午
後
四
臨
時
》
47
闘
@
成
人
h
↑

と
う
調
み
触
盆

五
月
十
四
日

t

舎

一

年

生

去

十
i

i

日

午

後

五

時

L

:

通

話

料
!

?

。

心
街
一
一
一
十
人
@
般
生
以
上
一
一
一十
人
a

時
酬
)
士
一
時
宅
八
M

Z入。
i

f

e

i

五

月

一
日
《
洞
印
計
値
伺
》
企
z
t

ハ
現
地
学
習
は
午
嶋
九
時
t
f
午

島
崎
》
十
回
酸
入
手
人
@

高
働
省
幽亨・

五
月
二
十
日
F

也来
年
三
月
十
六
日
の
毎
月
型
一
支

1

;

t

=

-1

J

 

五
館
以
上
の
五
十
人
。

波
高
齢
盆
4
F
鰻
の
巾
し
九
泊
み
同
比
五

月
九
M
-
z
m
値
の
各
保
宣
は

四
月
二
1
八
H
，
で
l
、
ず
れ

も
必
望
。

編

入

っ
て
名
町
三
↑
・

2

!

二

一

a

v

3
:
i
tニ

土

'
日
f
E
一
耳
干
二
2

・

品

目

官

5

1

掴

に

h

f

m

盟

主

主

化

再
度
入
三
十
人
心

霊源
過
敏
歯
車
ハ
大
和
杭
州
市
》

五

i
t
-
-

前
九
時
γ
t
正
午
十
同
@
成
人

一
一
+
玄
人
e

高
-
E
の
入
@
総
理
佳
-
z
五

見
七
日
。
ら
毎
月
率
一
三
木
瞳

日
午
前
九
時
学
J
E
十
同
a

成
人
二
十
五
人
。

z

-

付
け
徴
費
五
月
ハ
H

a
ち
毎
週
水
曜
H
午
後

一
時
竿
t

一一一
階
学

t
闘
@
成
人
一
十
人
。

2

E

と

も

吻
L
込

Z
R

一
Z
2
で
に
必
e
t

《

F

E

Z

l
-

3
2
S
 

E

Z

E

E

-

宝

ハ
2

2

な

Zた
や

t

E

ν

Z

Z

主

;

!

の

聞

か

れ

主
す
・

べ
〆
宮
阜

5

・
2

五
月
ヒ
a
t
一

剣
過
敏
歯車

亙
刈
八
日
n
ら
M
・

九
月
十
r
日
の
毎
月
第
-
一
二
本
一
剤
月
火
金
細
目
今
後
五
時
t

z
u
午
網
九
時
半
J
十
一
時
半
一
六
時
@
小
学
二
街
中
生
以
上
の
初
心

ト
同
a
成
人
三
十
人
@
一
宮
三
十
入
園

雪

量

E

五
月
八
日
t

Z

-
-

E

五
月
七
日
均

七
月
十
日
の
毎
週
金
旭
日
内
鍬
三
ら
毎
週
n
火
本
金
蝿
日
午

除
〈
》
午
前
九
臨
時
学
t
E
平
八
後
六
時
i
f
七
時
硲
何
践
者
二
十

回

・

婦

人

一

干

四

七

一

人

@

ax
旬
屋
防
磁
-
E

五
月
十
四
日
一

歳
温
敏
童
五
月
九
H
A
n
tり
u'

J
来
年
コ
万
十
日
の
毎
月
第
一
末
一
週
火
昔
日
E
G
t
七
時

曜
日
午
前
九
時
学
J
I
-
-
と
附
土
眼
目
午
後
一
一
?
=
一
関

E

A

Z

f

L

H

 

J
七

nif
-
-

f

?

詰

十

一

t

J

問
。
成
人
三
十
人
。

液
中
L
込
み
は
阿
川
二
十
五
日
ま

で
に
必
君
。

桑
道

一
-
-
a
-a

五
月
九
幻
合

ら

量

土

雌

H

E

言

占

梼

毛
主
生
以
上
で
↓
年
以
上
の

g
w
腕
省
ニ
一
イ
人
@

S

E

i

-

f

 

ら
毎
週
木

ム
ヱ
帳
日
午
後
二
時
t

E
略
小
学
一
一年
生
f
五
)
曾
の

初
心
宥
一
一十
人
・

1

2

青
九
日
か
ら
毎

週

木

隆

i

F

七

時

品

i
阻
日
々
俊
一
時
t
一

一町

主

三
T
五
十
銭
高
子
初
心
主
-

十
人
e

i
j

ら
毎

週
H
T
午
前
七
時
d
八
時
宅

高
校
生
以
上
の
初
心
省
一
一
ト
人
-

i
funら

毎

十
人現

代

Z
t
E

Z

一

1

一

七
日
か
ら
毎
週
水
曜
防
午
側
九
時

一

《
太
宗
町
一
γ
n
一
O
l
ム
一

-

E

E

一を

す
t
十
一
時
学
十
五
同
E
婦
人

一一

手
綱
み
‘
観
賞

五

月
4
一
u
t

一
一
白
人
園

-

員

殺

害

品

し

込

Z

肉

月

一
八

月

三

日

Z

品

目

午

要

二

十

八

日

ま

で

に

必

望

。

軍

人

E

L

分

J
一
面

で
終
了

J
-十
人
@

2

1

ス

E

五
月
一
子

大
日
f
七
月
一
干
八
日
の
毎
週
火

根
日
午
後
六
時
事
t
八
時
制
十
五

分

固

有

で

7

4

2

二

十

人
@Z

書

け
敏
?

品

目

i

i

A

E

木
曜
日
午
後

プ

2

1

2

l

E

E

古

で
終
了
@
4
1
五
人
E

d

町
、，
習
字
敏
盆

2

2

〔

車

2

2

日
か
ら
話
通
日
午
後
-
?

四
時
。
五
十
食
ま
で
の
ニ
十
人園

車
道
敏
幽車
〈大
和
朱
生
直
偽
)
五

月
七
n
t
量
品
目
午
後
一

?
司

ii一
平

入。
Z

E

Z

往

復

5

2

住

所

]

需

品

2

望

校

f

g

E

4

希

Z
Z
を
館
、
て
肉
月
二
十
四

日
ま
で
民
申
書
道
場
内
め
岡

員

会

へ

t

f

7

2

L
.
5
2
;
 

に
阪
の
ニ
カ
4
E
ハ
習
は

z
-
1
て

E
・2
詰

E

険
料
金

主

d

i

z

五
月
十
附
臼

， 
f
七
月
十
六
日
の
毎
姻
木
曜
日
午

後
一
崎
市
f
阿
時

i
M
編
入

二
十
人
。

E

み

Z

百
十
五
H
J

七
u
n
十
七
日
の
毎
週
金
陪
u
午
箇

九

時

T

E

:

;

人

三

十
人
。

Z

F

品

し

込

合

同

月

二
十
八
日
ま
で
に
量

τ

i

E

 

E

i

-

-

)

 

主
Z
ス
E

s

z

f
u
i
Hニ
サ
百

E

週
土
日
緬
M
午
後
一
時
手
t
四

時

十

四

で

i

i

・
給

水
?
ニ
ス
2
l
予
ハ
M
仰
木
町
v
v

f
a
t
s
T
 

一
般
初
心
街
卒
中

Z

V

告

漏

百

代

目

己

負

但

V

E

L

f

-
往
復
は
が
き
民
住

;
a
i
;
 

学
生
は
学
納
氏
名
学
年
保
提
8

き
を
寄
主
五
月
三
日
ま
で
に

必
着
で
肉
体
高
三
申
し
込
み

今
般
の
場
合
川
抽
選
。

t
八
月
六
日
E
i
目
今
後

六
時
学
f
八
時
間
1
γ九AYe
-
z-

函
柄
、
終
王
二
十
人
。

創
刊
理
厳
重

抗
月
十
五
日
J
八

月
七
日
の
M
m
a
金
峰
ロ
午
後
《
臨
時

半
J
八
宮
十
五
分
J
E
で

締
約

f
o
三
十
人
@

百

Z

L

Z

A

内

在

高
の
備
蓄
少
年
《
学
生
を

除
〈
》
て
二
十
五
緩
未
a
"
の

人
.
，
e
ス
ト
代
"
料
費
な
一

i

己

負

釦

参

加

希

望

一

U
往
復
は
O
舎
に
g
u
E
名
佐
一

所
氏
名
、

q
齢
電
話
信
号

-

a
kて
岡
?
土
附
刀
一
一

1

1

E

品

E

E

T
込
ん
で
〈
E
L
a

露

削除
の
青
年
海
外
詑

迫
害
加
者
を
募
集

県
で
ほ
閉
和
ノ
bl二
年
度
の

脊
g
a
m
外
派
遺
a
'
R
の
怠
飢
冶
を

つ
E
と
お
り
修
築
L
1

【保
温
象
業
M
①
青
年
泌
外
際
通

〈
ゲ
A
ア
イ
ス
ヲ

z
a
'
j
e

シ
ヨ
パ
ラ
グ
ア
イ
V
H
丸
t
十

i

i

i

z

 

a
ま
で
の
人
《
大
学
生
短
大
生

省
布
は
除
〈
二
人
@
約
じ
t
±
-

i
2
 

②
日書
面
壁
空
4
8

1

十

月

宣

言

問

。

一

子

i
干

主

1

2

主

Z

短
大
悲
⑨
は
除
〈
)
一
人
。
約

七
十
二
万
円
自
己
負
但

③
日
健
制附
毎
回
m
w
w
交
流
ハ
・
開
園
V

M
九
t
I
S
E
E
-
一
子

、t
二
十
九
州
観
乏
で
の
人
〔
ト
入
学
生

短
大
佐
等
は
除
〈
v
-
人
。
約

?

ト

二

百

自

己

負

句

⑥
量
得
の
船
《
オ
ス
‘
，
，

V

7

エ
a
t
ジ

t
'
y
p
u
M
か
》

・
来
年
一
J
三
月
め
約
五
十
五
日

間
・
一

一十
J
二
十
九
a
e
z
t
の
人

=
二
人
記
4
九
万
円
E
己
負
但
・

2

3

?

2

2

2

 

7γ
六
m
同
v

・
九
J
十

-
a
n
の

者
多
般
の
場
合
ま
抽
選
叫

1

i

i

:

 

プ
で
そ
れ
ぞ
れ
よ
を
募
集
L
て

L

1

4

f

E

Z

と

関

与
z
r
ず
れ
ら
午
後
六

聖

人

臣

オ

語

。

タ

ラ

プ

;

な

ど

i

e
J
レ
l
ポ
ー
ル
.
遮
茶
遮

関
毎
週
月
蝿
日

-
弘
突
入
ダ
ン
ス
茶
巡
百
旭
白

主

別

タ

2

H
毎
週
火
曜

日
O

E
M
毎
週
木
曜
日

Z

J
ン
ト

μ
2・
量

金
隆
日

。

，

f

:

・
量

産

同

l
e
 

約
1
n
問
。
4
1
J
一
一
一
4
?

で
の
人

一
人
@
釣
A
Y
肉
万
円
を
自

己
負
匂i

i
f
F
 

2
1
ス
V
H
八
月
i
開
H
J
二
十

七
日
の
白
1
R
H
問
。
ニ
a
v
t
三
十

歳
ま
で
の
人
一手

伝

二

士

芳

門
を
両
日
劃

⑦
闘
際
青
年
の
船
A
γ
濯
、両輪駆

プ21ノ
'
ン
ド
五
3
1
ス
v
・
匂

月
二
十
四
日
t
八
月
ハ
H
の
十
回

目
問
。
十
八
t
一一
-
4
l
a
ま
℃
の
人

〔
高
健
生
は
イ
可
V
一
一
一
人
。
約
十

四
t
一
一
千
万
円
E
Z
純
白

マ
命中LJ泊
λ
な
と
目
@
，
⑤
は
凶

月
三
十
五
日
ま
で
に
⑥
⑦
は
同

=
平
日
ま
で
に
県
総
務
部
冴
少
写

緑
ハ
登
太
路
町

倉
匂
一
一

o
=

へ
@
問
L
合
わ
ぜ
も
例
じ
@

円
引
木
な
ど
の
即
売
会

u

f

T

t

2

2

 

ぎ
の
と
お
句
則
売
さ
れ
ま
す
・

と
き
品
川
一
一
十
五
日
〈
さ

一三
手
一
子
王
イ
土
占
百
目
E
午
言
鶴
九
品時

t
4
午
俊
里
五
吟草
マ
と
t
-
こ
」
7

霊

ii半v;竜
.i
t
f

会
(
盆
凶
悶
大
一
一
ご



ZiIJtr十 つとOIEl Y千､ノ】′､ の▼▲LJ 上

A暮ーク､ノ *rEA/千 〇Ir

暮 t執 鮎 卓 へ華≡ー;書芸… 妻照 hH;L と完たよ そ? ≡ 罰 i莞 L-で★J いt の ■で て イ■●シ千暮･tpJL】もt.暮ナ▼■:i,∫)1･ナ寸 I++､′とI,;■ヲL.IT L■ ～十It■■〉.ILitt■･<T■⊥■生ー亡■◆★tt† trB JLt ､はで一tN++一■十LLA人ii三拝 ■ん軍書蔓喜EJf t中ソ○2LJ六才

1/五L=lfTrイヤーdjlTlqーlけ,-tノI-仙J■■｢ のiSJF.三Ar.ーとjtetとL口.状は*1. 闇壷SLL"u○少(十==EJ-●一明LliTt l叶■A■～～tIと一■ / +Jlでケ上
._- 丘̀dil内*二庶人料Br良it璽質JL●▼ ㌧ー lLOL7_I)雑書26】fh-1JlT11輔享至宝貫i長一7盲.車撞妾 A一L▲岩;重量モ亨冒1+■EI■lR'

民わ-/王事九1-Iじころ一1′一に{■書芸(II短tiL.韓JL■ーtn;.泰一々tktD tlド■辛_rJl遠i太良,..メて一)iIsr.Au蒜;モ呈;三7~′gt〉大作lJl+
+LJLT丘声一一七七二■-7llJt●■■■汝は0と■

■一一Lrb町17LJr■■■ト描 . と■t一431≡I一朗

■◆ 菩ニ書誌 M■■ ラ蔓芸去,.iF≡flJTり■ FI II{t/丁●十■ -I 一子i-Au〉人ーと■ 苧]D2萱だqr′､A■十叶丘tr･>lt,tr,育て+I:ー ･El邪.El.Jl一ゝnふilt:芹f】;空蒜だ=烹'!'書写 F羊だチ モふ芸だji 賀正 宝 器■亡. 繋 LJ'+ t I+ rL1 + 1十■† ■

⊂ 十 ▼▲▼■し.十十診｣二JzHd)H■人事千､JN二.と盲N L′､入三重It+i三;よ三詫 }._R所JlrpFiTx～守 l■ ●
■■I■叫勺暮I -十■暮l

-i FJr哀三+L*l一 +L}hJ7月tTl一●一lIk三軍JlttLL..1人次はの7[i十1★lILl室蓋等三幸畠芸享こyA t 〉L=l=ttlAEL; あの●L*t
f=l1 こllT

もttわの1 ■I†L)■Li一 JitrI

lt t十八 Jlt tE)の L<† /A■▲ iLl ヽ†▲■jLe.LI経刀28十午i十■一Il回 ■■十F'J二分▼LILl一IL■一t†J(午サt■IEC一一三点■It▼一■月二三tl■I■乍二 ItTt小潮

(.) 

ι
リ担

ド
リ
ー
ム
ラ

川
崎
一
ン
ド
見
学
会

i
i
a
 

Z
F
S暗
号
-

玄

T
a
-
己
で
は
凪
昭
子
家
腐
の
a
W

4
に
そ
と
目

ss

t
f久
2
;
l
，

z
i
i
:
A
 

tt 
s・2
E
E
E

十
情

AaaF，
ム

ラ

ゾ

ド

爾
修

λ
ロ
薗
舞
台
V
V
創

m---

e予
舷
阜
の

ab子
《

a健
全

-z
で》

V
費
用
・
・
"

《
侵
食

は

-
-
-
L
-
zす
V
V
血
中

L
過
z'

E
は
が
・
習
に
作
隅

m
切
手
の
氏

名

Z
E
i、

五

E
E
E
T
-

-
へ
・

'"和62~. 月 15日。よだ民市良ヨ長

-
聞
の
筒
生
垣
間
【
大
凋
関

nt

+
2
2
2
j
 

瞬

a--0・っ
eの
auaa'E念
表

M60暗号

悼
交
通
遺
児
へ
奨
剛

曲
学
援
助
金
支
給
問

市
で
は

牟
通
事
伎
に
之
司

て

里

E
Tし
た
小
中
写
生

に
奪
通
遺
兇
鍾実
写
鰻
駒
金
b
z

支
給

し
て
‘

1・

Z金
2
2

に

a
i
l
-

関
同
三
千
向
で
す

-m内
の
小
中

隼
殴
に
通
.
干
し
て
ー
‘
る
餓
当
児
は

Z
S
E
i
?で

に

Z
L
f
u
t・

z
z
z型
車
L

て
‘
z-
A
a・孟

R
九
n
az
で
に
也
市

i
i
z
I
 経

苫
聞
の
た
伶
の

1
1
1
:-d
一
s
月

m
R
Z】
「
・
機
の
ら

一
母

緬

嶋

敬

富

士

L
ゴ

』

「

teん
の
符
て

:

一

aE

U
縦一

-1
八
週
a
事
で
の
僻
凶

-e
一

た

め

に

次

官

舗

で

ま

E
一
四
カ
月
間
豊
富
陽

一

貫
何
白主
町
、

富
讐
こ
七
己

M

I
-
l

A川

1
1
1
1
1i

u

ー

;
f
-
(
 

;

;
・定
i
i
-

買
は
側
十
人
当
日

u
e子
，
.
ニ
一
七

=L商
指
摘
良
県
民
宅

帳
鑑
軍
配
具
持

e・
時
聞
は
各
日

y

'

R

画
定
美
少
丘
三

r
目

-

i
tコ

E
F
-
-
i
i
i
r

i
s
-
-
;
:
t
i
 

t
z
z
'
a
z・

で
す
・

2

5
H
S「

E
2

・tztら

R
Z
T
M

!
!
:
A
h
-
-
i
 

E

m

へE
e
f
f
需
ea

S
川

鉛

日

《

$

》

〈

--a・
・
M
m
v
u・
川
-m
一

一

-
t
t
;
4
1
?
 

E dにd-ドP」41 J z ' 'Y崎寺ろJニ. k 古サ J 2JiEE"のにマ Vf1 v 【目

2 125L E亘

3 4児允 1Z? 
t ぜi・んのでa1a 皐p 肉n 1 ー~ 

『 ・1糧山U-m事E w aE -胸 二》E. 亘奏i三V古e 蚕書司" 

・akRJI'将，"i勺Mむt つ、'て'き〈f 医ι 

三 宮.3R のe 寸e ・

陪， 字通
科理富帽

-mE 得 m 見R町 En E ゃ，fb目日 a大Z円日 .E 各m 余

-附《εiE伏《旦，きh 旦 i
京zfIzW3時 保t佐 大宵zaE樹 帰i : 

a富附. e 

宮東国島 ・ 三

F4z‘宅f1ii2:iEλ. gE:ff 4 電
M，M.E ・er金Taa冒k2gt人g 閃a“ ・. 

a
h官
加
慮
を

-"と，晶，

肘
〕
L

安値

Laz

e・e・
合一ハ

n

Z
T一一

言
化
金

書

Eを

創
・
予
と
も

4
1
シ
・

1

1
.
“
周
悶
-n

『シ

γ
タ

加
申

ιi抽
巴
咋

健
所
氏
名
、
電
包

j
i
a‘

て

-・

ω一
一
一

-
v
ヘ
由
申
し
込
ん
で

〈
だ
き
i

、t

〈
わ
L

は
同
聾

へ⑥J
R
へ
引
継
ぐ

身
障
倉
へ
@
圃
殴
舗
引

i
1
1・

畿
の

敏
，
持
層
貸
の
恒
例
は
そ

eg--

筋
合
札
3
R品

2
2空‘

ま
す
・き

F
i
j
i

-mg川
d
a
R箇』

e・
か
れ
た

e

a
w
f
T
Eに
置

で

き
ま
す
・

律~パス「みどり号」の遷行新ダイヤ

刊に週11"~ .，. ..illI Llolll酎副生リーの'~."" r.¥ot: 
h 叫 M 町内叶.~ ~.l'IiII帆‘口動

11(.'. <包". -(岨目"繍， . ，使a遺体比勺u.

E・E・話帳】

十
時
量
昨
日
1

〈
爾

2
1
5
lvT

m
z
m
i
z
 

-
-
蒔
付
け
は
午

a
九
?

?
崎
・
こ
ヱ
て
は
受
・
am
・
"
の

-
A舗
に
同

3
9
L
E

予
仰
の

-ZGG

ed町

E
・LRE-
-v

三
-
児
.
.
.
 
“対象田
Z
M
U

昭
和

五
十
八
年
十
月
二

a
t五
十
九
年

同

n
-回
全
azh引
開

・

機
飽

.“根・内“.，
a献
身

長

体
重
・
側
聞
の
副
歯
車
の
は
S
W
見

zt-拝
見
は

γ
a
t

，
十
崎
学
』
今
隼
胃
崎

t
ニ
闘
す

議官jijji
持品十路害関
，. ..・3

の
一
函

J
i
e
z
t

t
 

S
川
7
H
《

aS

#睡
眠

Z
W
燭

d
内

b
A
与・
4
4
"
障
問
M
也

t
N
E
E
-E
a
 

zak 

問
削
甘
主
》

トA
W
e
-
生

k

fak 
E
1
1
;リ

ー
ダ
ー

-Ea--旦

企

eE六
月

十
-
日
I
蒸留守」
一
一
月
十
"
の

u-n

智
一
木
曜
日
《
九
二
月
は
・
一
一
一
v

午
後

一
時
占
号

f
t豪

E
E【
富

百

官

公

民

8
3
T
書
修

f
E緩

2
2
3
1
2
2で

E
U人
五

12
i
Aの

グ
4m
l
プ
歓

a》

"v
a実

a"

・-
m

結[}語芳
ii部411日EZYiii
官 1111EE主主日 115

，F r it「十ZrH U l'" 

tz費.. :月手品目Sa-f眺

i i-i 話 E:5現
! ?占?品目i古語4へE4 E E 処置
{ 言函t竺 EZE? 

zn聖E・Ez +He哲β"面"
E百三EZf足22Ea 7z空ZZ

火構 づk 修児 '1111_':'1> 司淘，.
同 町1~. I> .t . 縄紙崎材" JI -• 

S!i:!;;:!?i ;!!?: 
EtTitsiJiffi;; 

十 w・ .を射 5 内 開 閉

EきょZ5AP42守2312まi宵名富 AH2側 ZU“日
首z占T止T肉〈て‘ 1¥O. 1t… am奨蔽《詰 E機 本伏本

よ里zT2E2f?型段重 穣宰 三 Z.さ聖KE主主ニー見Z
L s i t :日Ei a R?f z生 量よEt占 iiJEtsE 
.v，中・・eょ“'二五側 也ヰ 畳. 色 調..，島 大

ER-E高男2両Zfgd加射 Z号個E 芋z，"EE t 
a.二民自 n ・ 4島犬~It t'I丘二. 伏 ~. 

同信

a
t
《

n
v
AA山
首

白

A曲
R

F
』
伏
昔
話

E
U
5
需
耳
抑

揚

Z
E
E

-
'
終
ド

【

高
円

a
hm島
民
七
y

a
F

て
】

5
n
u
n
g
E
E
 

一五
・
2
2
E号

丘
平
滅
阿
符
鍋
u
k

p
-a大
力
男
児
に
1

l

z

-
健

山脈

酷

査

一

fli

-

Z
き

J
l《
一
一
徹
古

里
了

M
Z
一一

二
:

内
・
公
民
館
《
ザ
倒
£
一

-uv

i
t
a
-
J
 

i
i
i
 

ロE

S

 

政
省
司
児
巳

u

a
四
月

一

そ
の
飽
め
率

直
筆
来
て
く

の
通
り
で
臥
町

一
時
半

t
一

お
忘
れ
危

【

E
-
t
y
fこ

1
7
1
5
E
Z
 

a
明
実
例
似
人
仰
向
六
像

附
悠

・
-an・
"nun

留
守
中
に

火

--e幽
さ
盆

い
よ
ラ
に

"
-
R
e
L
M
W
 

iif;45:24 
v v vす，

-E t t t227Rf T 
ii11;;ロiitE 
;:己51iAI;ii
i 俳 11 ~-に .. 汁畠 -ト i

i、2igAE iAZZ E 
i た"し、"す岡‘ つ.
A自宅;iRf fi "信.休る. ，. 
116 1~ 1l .~ 
11" 6 叩 伝 e 危ル，、.恒 11.~句，

n o  l，{1' Ii.¥' t ， 


	旧市庁舎跡地に複合施設計画成る
	周辺地域の活性化と市民の文化拠点に
	ロードサットオアシス物語館　企画概要きまる
	シルクロードに学ぶ　仏像の道
	市議会議員選挙
	水道週間　作品を募集
	平城ニュータウン行政町名発足
	同和問題の解決をめざして
	市展「なら」第5回展　代表作品
	みんなの広場
	市南部に消防拠点　横井町に消防署出張所新設
	飛鳥公民館開館　市17番目の地区館
	面目新たに三条通り　コミュニティー道路第1期工事完成
	生涯学習に参加しましょう
	「母と子の家」がドリームランド見学会
	JRへ引継ぐ　身障者への国鉄割引
	ゴールデンウィークのゴミ収集

